
別表１ 日常的に心理的負荷を伴う業務 

具体的業務 負荷の程度を評価する視点 

1 
常に自分あるいは他人の生命、財産が脅か

される危険性を有する業務 

危険性の度合、業務量（労働時間、労働密度）、就労期間、経験、

適応能力、会社の支援、予想される被害の程度等 

2 危険回避責任がある業務 

3 
人命や人の一生を左右しかねない重大な

判断や処置が求められる業務 

4 極めて危険な物質を取り扱う業務 

5 
決められた時間（納期等）どおりに遂行し

なければならないような困難な業務 

阻害要因の大きさ、達成の困難性、ペ

ナルティの有無、納期等の変更の可能

性等
業務量（労働時間、労働密

度）、就労期間、経験、適

応能力、会社の支援等 
6 

周囲の理解や支援のない状況下での困難

な業務 
業務の困難度、社内での立場等 




